
１．第２次環境基本計画中間見直しの概要

≪計画の期間≫

本計画の期間は、令和３年度から令和１２年度までの１０年間として

います。ただし、経済社会情勢の変化や新たな環境問題の解決に対し

ても柔軟に対応するため、期間の中間年度において見直しを行い、

必要に応じて計画を修正することとしています。

≪見直しの内容≫

見直しの対象としては、”２８の環境指標”とします。また以下の視点で見直しを行います。

第２次村上市環境基本計画　中間見直し（案）（令和８年３月）

［見直しの背景］ 　　　　　　　　　　　　　［見直しの視点］

　

令和3年度 令和12年度令和7年度

（中間見直し）

第２次村上市環境基本計画

①自然環境の変動
　地球温暖化等（猛暑、渇水等）
　の気候変動の影響

②社会動態の変動
　人口減少、生産人口の減少

①指標そのものについて
　それぞれの取組の進捗を計る上で、より取組の目的に見合ったより
　ふさわしい指標があるのではないか。

②目標値の値について
　目標値が現状に即した適切な値であるか。一方環境や情勢の変動に関
　わらず、堅持するべき目標値であるか。

 ③他計画の目標値との整合性の確保
　　他で策定された農林水産業や環境関係の計画との目標値の整合性を図る
　　ため、目標値を統一する必要があるのではないか。



２．環境指標改定項目一覧

≪基本目標１≫　市の自然豊かな環境の後世への継承

頁 変更理由等

項　目 間伐等実施面積 項　目 間伐等実施面積

現況値 183.7ha(令和元年度) 現況値 183.7ha(令和元年度)

目標値 320ha(令和12年度) 目標値 195.8ha(毎年)

項　目 防除区域内松くい虫被害木処理量 項　目 防除区域内松くい虫被害木処理量

現況値 20.67㎥(令和元年度) 現況値 20.67㎥(令和元年度)

目標値 20.00㎥(令和12年度) 目標値 152.00㎥(令和12年度)

≪基本目標２≫　持続可能な循環共生型の社会

頁 変更理由等

項　目 合併処理浄化槽普及率 項　目
合併処理浄化槽普及率
(公共下水道等区域外)

現況値 86.7%(令和元年度) 現況値 86.7%(令和元年度)

目標値 94%(令和12年度) 目標値 94%(令和12年度)

項　目 公害苦情件数(騒音、振動、悪臭) 項　目 公害苦情処理割合

現況値 11件(令和元年度) 現況値 100%(令和元年度)

目標値 5件(令和12年度) 目標値 100%(毎年)

項　目 認定農業者登録件数 項　目 新規就農者数

現況値 423人(令和元年度) 現況値 90人(令和元年度)

目標値 450人(令和12年度) 目標値 245人（累計）(令和12年度)

項　目 項　目 担い手農家への農地集積率

現況値 現況値 64.3%(令和元年度)

目標値 目標値 90.00%(令和12年度)

≪基本目標３≫　地球規模の気候変動等を意識した環境対策の展開

頁 変更理由等

項　目 市民１人あたりエネルギー使用量 項　目 市民１人あたりエネルギー使用量

現況値 105GJ/人(平成29年度) 現況値 105GJ/人(平成29年度)

目標値 105GJ/人(令和12年度) 目標値 76GJ/人(令和12年度)

項　目 市内の温室効果ガス排出量 項　目 市内の温室効果ガス排出量

現況値 577千t-CO2(平成29年度) 現況値 577千t-CO2(平成29年度)

目標値 477千t-CO2(令和12年度) 目標値 356千t-CO2(令和12年度)

項　目 市有施設等の温室効果ガス排出量 項　目 市有施設等の温室効果ガス排出量

現況値 26.1千t-CO2(令和元年度) 現況値 26.1千t-CO2(令和元年度)

目標値 22.3千t-CO2(令和12年度) 目標値 15.9千t-CO2(令和12年度)

項　目 熱中症患者発生件数 項　目 熱中症患者発生件数

現況値 91件(令和元年度) 現況値 91件(令和元年度)

目標値 50件(令和12年度) 目標値 34件(毎年)

変　更　前 変　更　後

変　更　前 変　更　後

変　更　前 変　更　後

38
【目標値を修正】
令和７年１月に地域森林計画（新潟県）が樹立・変更さ
れたことに伴い、数値の整合性を図るため。

38

【目標値を修正】
計画策定時の指標設定は、令和元年度の現況値を基に令
和12年度の目標値としていたが、令和４年度以降、被害
量は高温・少雨の影響により増加していることから、目
標値を令和４年度から令和６年度の現況値の平均値に変
更するもの。

49

【指標名を変更】
「(公共下水道等区域外)」の文言を指標名に追加した。
なお、水洗化率（公共下水道・特定環境保全公共下水
道）、（農業集落排水）及び合併処理浄化槽普及率につ
いては、実態把握のため、参考値として実績値の積算内
訳も示すこととする。

49

【指標の変更】
苦情件数の増減ではなく、苦情に対して対応できている
かを指標とした方が、取組の指標として望ましいため、
「公害苦情処理割合」に指標を変更する。「苦情の件
数」は実態把握のため、参考値として今後も数値を把握
することとする。

58

【指標の変更及び追加】
耕作放棄地の拡大防止の観点から、農業法人就職者も含
めた「新規就農者数」及び「担い手農家への農地集積
率」を指標とした方が望ましいため、指標を変更・追加
する。

64
【目標値を修正】
令和6年3月に策定された村上市脱炭素計画との数値の整
合性を図るため。(市内の温室効果ガス排出量の5%相当)

73

【目標値を修正】
令和6年3月に策定された村上市脱炭素計画との数値の整
合性を図るため。（2013年度からの削減率を27.7％から
46％に修正）

73

【目標値を修正】
令和6年3月に策定された村上市脱炭素計画との数値の整
合性を図るため。（2013年度からの削減率を30％から
50％に修正）

77

【目標値を修正】
令和6年5月に策定された村上市熱中症対策実行プランと
の数値の整合性を図るため。（目標：令和５年夏季の救
急搬送人員69人の半分以下）


